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緒言

自然界に見られる秩序の様相は極めて多様であり､その形成過程は多岐にわたってい

る｡ガラスやセラミックスのようなヘテロな複合系は､物性科学の興味深い対象であり､

その秩序化に ｢乱れ｣や ｢非線型｣が重要な役割を果たしていることは改めて言うまで

もないが､具体的なメカニズムとくにそのダイナミクスの詳細はまだまだ明かではない｡

このような状況の下で､昨年 6月､ ｢秩序化における乱れと非線型｣をテーマに研究会

が開催され､多数の参加者の間で非常に有意義な討論が展開されたことは記憶に新 しい

(物性研究63巻4号)｡本研究計画は､その成果を基礎に､更に新しい発展を目指して

企画され､本年5月､ ｢ヘテロな物理系と量子揺動効果｣をサブタイ トルとした研究会

が開催された (プログラムは本報告末尾に掲載)｡会期中､前回を越える多数の研究者

が参集され､量子スピングラスや超伝導セラミックスから､重フェルミオン系や有機磁

性 ･超伝導体のような強相関電子系も含めたヘテロな複合物理系一般をめぐって真筆な

議論が終始活発に展開された｡その結果､新たに協力現象の未知の断面がいくつも開示

され本研究会は大変実 り多い成果を収めた｡以下の報告はその集大成である｡

本研究会の開催にあたり､多くの方の暖いご理解とご協力を頂いた｡ここに深 く感謝

するとともに､今後このようなささやかな活動が何らかの形で持続発展して､自然界の

より深い理解と､自然と調和した真の科学技術の発展に寄与し得ることを心から願って

末筆としたい｡

平成7年7月
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松 浦 基 浩
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